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グ ロ ー バ リゼ ー シ ョ ン と教育

一
教育の 新 し い 条件 と生 政治 を巡 る攻防

一

越 智康詞 （信州 大学）

グ ロ
ーバ リゼー

シ ョ ン をど う捉え るか

　グn ・一バ リゼー
シ ョ ン は多様な側面 ・段階を持

つ 持続的な過程で あるが、20 世紀の終盤以降 共

産圏の 崩壊や資本制の 成熟 ・発展 を背景 として 、

国民国家は グ m 一バ ル 化 した資本 （超国籍企業や

グ ロ
・一バ ル 金融）の 動き 、 さらに は グ ロ

ーバ ル 資

本の 自由な展開を支える超国家的な権力 （規範 ・

指令）にそ の 主権性を脅か され始めた 。 こ うした

グ ロ
・一バ リズ ム の 浸透に よ り、国家政策はケイ ン

ズ 主義 ＝ 福祉国家的な もの か ら市場競争を軸 とす

る新自由主義的なそれ へ と転換 を促 され 、 市場重

視の 政策推進に よ り、 社会全体が グ ロ
ーバ ル 資本

の 影響に さらされ る こ ととなる。格差の拡大、労

働条件の 劣悪化、セ キ ュ リテ ィ強化な どはそ の帰

結 の わか りやすい 例で ある。グ ロ
・一バ リゼー

シ ョ

ン の プ ロ セ ス は こ うした グロ
ーバ リズ ム を通 して

加速化 し て い るが 、必ず しも
一

方向的なもの で は

なく 、 それ へ の 抵抗運 動 （反グ ロ
ーバ リズ ム ）も

含め、グ ロ
ーバ ル な連帯 （ネッ トワーク〉や相互

依存関係を再帰的に生み 出す ようにな っ て い る。

　 さらに、今 日の グロ ーバ リゼーシ ョ ン は、狭義

の経済 ・政治領域に 限定される もの で はない 。そ

れ は、近代の 再帰的展開、資本制の 高度化に付随

す る脱領土化 ・抽象化 ・ボ
ー

ダ レ ス 化の プ ロ セ ス

と
一

体化 して お り、法や制度や ア イ デ ン テ ィ テ ィ

の 不動の 根拠 を奪い 去 るもの となっ て い る。 こ う

した現状こ そがわれ われの 生、労働 、政治、教育

の 条件となっ て い る の だ 。

　 こ の新しい 条件は リス ク、不安、不確実 性、意

味喪失 とそれ へ の 防衛反応を増大 させ て い るが、

少な くとも潜在的には、新たな可能 性の 開示 と し

て肯定的に受 け取 る こ ともで きよ う。とりわけ、

注 目される の が 、物質的生産 を基 準とする労働パ

ラダイム か ら情報 ・消費 ・情動な ど非物質的生産

を特徴とす る労働パ ラ ダイ ム へ の 転換で ある。も

ち ろん こ の こ とは単に経済や労働 の 性質が変化 し

た とい うに 止 ま らず 、 経済領域 と他領域 との 境界

が溶解 し、それが社会的生 の 生産 に深い 関連を有

す るもの とな っ た、とい うこ とを意味する。「対象

の 完全な再現 （視覚優位）」、「工場 蠶 規律訓練」、

　 「希少 性の 原趣 を規準に制御 され て き た労働 や

生が 、現在で は 、情報、ケ ア 、情動、 コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン な ど、主体の 性質や関係性 や生 の あ り方

など社会的生の 生産 （生政治）に直結 したもの へ

とシ フ トし始めたの で ある。情報 の 独 占 ・占有 よ

りも、情報の 開示 ・共有を介したネ ッ トワーク的

連結の メ リッ トが意識 され始めた こ と、 コ ミ ュ ニ

ケーシ ョ ン の宛先 として他者 と関係 し、そこか ら

自身 の意味 （存在規定） を受け取 る社会関係を志

向 した プ ロ セ ス 重視の社会運動が広 が りつ つ ある

こ とは 、 よ く強調 され る こ とである 。

　 こ の よ うに グ ロ ーバ リゼーシ ョ ン は、新 し い可

能駐を拓きっ っ あるが、そ の 中核的推進力である

グ ロ ーバ yズ ムは、人々 の 不安や妬みや巨大なカ

へ の 依存心 をバ ネに しつ つ
、

こ れ を 二 つ の 仕方で

脱政治化 し、人間の く共fコ モ ン 〉 を搾取す る。確

か にそ こ に もメ リ ッ トがある。国民国家の 主権の

欺瞞 ・腐敗を浮 き彫 りに し、薪たな法 ・規範を提

供 して くれる。 しか し、そ うした法は搆成の 手続

きを無視した グU 一バ ル 権力が恣意的に構成し た

もの で ある。IMF や 世界銀行な どグ u 一バ ル 組織

の指令や 市場の 評価は 、国家政策の 躑否を判断す

る基準 とな っ て い る。さらに、国家主権の衰退は、

国家権力の 弱体化 を意味しない 。それ ど こ ろか 、

米国は もちろん、各国家の権力こそ、自由、 競争 ・

自己責任、安 全確保 （テ ロ 撲滅）な ど資本が 自由

に活動する領域 を拡張 し、政治を余分 傭 敗の 温

床）な もの へ と貶め る道具 とな っ て い るの だ。市

場は無慈悲で あ り、人 間の 生命や未来、環境や関

係性 に責任 を もたない 。 し か もそ うした 自己所

有 ・等価交換の ア ナ ロ ジー
は他領域 にお ける人問

の 思考、関係を も深 く侵食しは じめて い る 。 確か

に、グ ロ
ーバ ル なル ール の 申には、人権や多文化

主義的共生 を強調す る明 る い 側面 を有する もの も

少な くない が、対話 ・協働 ・共同か らなる政治空

間を破壊す る とい う代償を払 っ てで ある。だが、

私的所有を原理 とす る こ の 方法は、非物質労働や

協働生産 とい う薪 し く拡大 し っ っ ある様式 と矛盾

す る。それ とい うの も非物質的労働は、私的に囲

い 込 も うとする と生産 の 成果そ の もの を破損 し や

す い 労働で あ り、 個入評価 （外在的動機づ け）を

イ ン セ ン テ ／ ブ とする シ ス テ ム と齟齬をきたす可

能 性が高い か らで ある。今、非物質労働の 典型で

ある教育や介護 の市場化 が推進 されっ っ ある こ と

は皮肉だが、い ずれ に せ よ、グロ
ーバ リゼー

シ ョ

ン とい う新しい 条件の 中で 生政治に かか わ る領域

の マ ネ ッ ジ メ ン トが主要な闘争の場 とな りっ つ あ

る こ とは間違い ない 。
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グ ロ
ー一バ リゼーシ ョ ン の 中の 教育の役割

　グ ロ
ー一バ リズ ム は決 して最善の 選択で も不可避

な 自然で もな い 。人聞はオー
ル タナ テ ィ ブな可能

性を思考す る こ とがで きる し、さまざまな抵抗措

置 を講 じるばか りか 、新 し い 可 能性 に向けて実

験 ・行為するこ ともで きる。グ ロ
ーバ リゼー

シ ョ

ンは再帰的で 不確実で リス クに満 ちた痊物的過程

で あるが 、 人 間はそ の概念的把握を試み 、世界 を

異な る方向に促す こ とは で きる 。

　で は 、 教育に何が可能 か 。 教育に過度や役割 を

負わせ る こ とは危険で ある。私は教育がその 内的

ロ ジ ッ クをしっ か りと発展 させ 、そ の使命を果た

す こ とが肝要で ある と考える。

　まずわれ われ は 、 社会の 中の 教育の 位相変化 を

理解する必要がある。福祉国家 （企業 ・
近代家族

と結合した学歴主義シ ス テ ムや近代の 権力装置＝

規律訓練権力） をそ の 環境とす る時代、教育は安

定 し希望 に溢れ る存在で あ っ た。 教育の 実践は、

それを支える条 件や土台を意識する必 要が なか っ

た の で ある。 こ こ で教育学は権力 の 批判や標準か

ら外れた逸脱者の救済 とい う善なる役割に没頭す

る こ とが できた。と こ ろが、今 日、国家や学校 な

ど権力装置 の 批判は 、 支配者側 の 占有物 とな っ て

い る。今 こ そ学校教育か ら不純物を取 り去 り真に

「教育」 を行 うこ とが求め られ る 。 教育 ごっ こは

や めて 、個人 の 能力向上 とい う結果に 責任 を持 っ

教育体制 を構築せ よ、命ぜ られて い るの だ。国際

競争に勝ち残 る大学 、 グロ
・一バ ル ・エ リ

ー
ト （シ

ン ボ リッ ク ・ア ナ リス ト〉の 育成、教育サーヴィ

ス の市場化が注 目され るが、OECD などの 超国家

機関が、国家主権を超 えてそ の 理想的な教育 （学

力）を定義 し始めたこ とも、グ ロ
ー一バ リゼ ーシ ョ

ン の 現 われ で あ る 。

　 教育を演 出 し て きた福祉 国家 的学校装置 がゆ

らぎは じめ、教育の本質的不安定性が開示 され始

めた こ と自体は悪 い こ とで はな い だ ろ う。 だが、

こ の こ とは教育をス リム化 ・限定 し、これをグロ

ーバ ル 競争 にさらす こ と と同 じで は ない
。

　 確か に教育は近代の 産物で あ り、個人化する傾

向が ビル ト
・イン されてお り、しか もそれ は所有

的個人主義的 と深 い かか わ りを もっ
。 教育 ・学び ・

知 的生 産 は本来、非物質的な営み で あるが、物質ノ

所有 モ デル の も とでデザイ ン され規律化 ・シ ス テ

ム化 されて きた の だ 。 そ して 学校は 、
「あい だ 1的

存在で あ る人間や知を個別化 し て 捉 え 、 これを序

列化 ・分類するこ とで 教育と経済 ・社会の連結を

可能にす る仕掛けで あっ た。こ うし た個人化 ・所

有化 の 過剰 に抵抗 し、協働的な学びや知や関係の

生産プ ロ セ ス を解放 して い くの も教育 の 役割で あ

る 。 けれ ども、 個人化する近代教育に は別の側面

もある。 共同体へ の 埋没 ・従属を断ち、自由 ・自

律 （責任主体）を促す教育、 市民杜会の 中で 、 共

に ・生 きて い く力 の 保障をそ の 基本原理 とする教

育で ある 。
こ の 教育内在的な方針 を貫くこ と、

こ

れは グ ロ ーバ ル 市民の 育成を強調せ ず とも、国家

主義教育をひ とつ の私的な営み として相対化する

視力を保障する もの となるだろ う。

　こ の こ とは 市民教育 （公 共性 〉の 側 面の み な ら

ず、教育の 腺 障」側面の重視、ある い は 「福祉

的教育 （パ ターナ リズ ム ＞1 か ら 「教育的福祉 （エ

ン パ ワ メ ン ト）］へ の 転換を推進する こ ととも関連

する 。 福祉国家の 管理的教育は 、 安定性 ・効率 性

と引き換えに学ぶ主体の 主体牲 を奪い 去 るもの で

あ っ た 。 福祉的教育体制が崩壊 した あ とも （教育

不在の ）学歴主義 との シ ニ カ ル なかか わ りが持続

し、それが学力格差や希望格差の 温床 ともな っ て

い る。格差社会 の 現実 と教育 の 選別機能 を認め つ

っ も、教育が教育の ロ ジ ッ ク を貫徹すれ ば、格差

の 固定化 ・人格化は回避 できる。

　 グ ロ
ーバ リズ ム の 中の 教育の 、 もうひ とつ の課

題は、市揚原理を規範 とす る学校改革が学校教育

の 多面性 、自律性、公共性 を破壊 しっ っ ある こ と

だ、 教育の個人化 ・商品化の ロ ジ ッ ク、合理的経

営の ロ ジ ッ クに抵抗するには 、学校 とい う存在 の

複合的な存在特 陸を強 調する必 要が ある 。 狭義の

教育、 目的合理的組織 として の 学校観 を超 えた学

校へ の視力を確保す る こ とが必要なの だ。

　 と りわ け注 目した い の は 、 ア
ー

レ ン トの 過 去 と

未来の 「あい だ」 に挿入 された制度 として の 学校

観で ある 。 今 目、学校は 「役立っ 」 こ とを求め ら

れて い るが、学校は単な る機能組織な の で は な く、

過去 と未来 の 、さらには家族 と市場 の 「あ い だ」

に挿入 され た制度で あ り、 誰 もが平等に座席を与

えられ、キ ャ リア を決定す る前の 試行錯誤 の場 ・

時間である。現在学校は、家族 と市場の 双 方か ら

攻め立て られ 、そ の 自律 性を脅か されて い るが、

社会 の 直接的有用性か ら 「引き こ もるj 場、個を

特別視しな い （非私的な）環境を提供す る こ とに

よっ て 「役立 っ て い る ］ ともい える の だ。

　 グロ
v一バ リズ ム の 機能合理化 ・平準化作用 は、

　「共通世界」 の 貧困化 を招きっ っ ある。これに対

し、コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン 関係 を軸に編成 された教

育空間で は 、 世界 （テーマ ）を媒介 として つ なが

り、っ な が りを媒介 と し て 世界 （テ ーマ ）を構築

す る、協働生産の 場 とな りうる。学校が、こ うし

た世界！知松 共善 の 共同構築 を目指す民主主義の

レ ッ ス ン の 場 とな るな らば、学校は ささやか なが

らグ ロ ーバ リズ ム へ の 抵抗の 場 とな り、また、グ

ロ ーバ リズ ム の 中で 生 き て い く力 の保障 とい う機

能を し っ か りと果 たす こ とになるだろ う。
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